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年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
は
１
月
１０
日
ま
で

●
年
末
調
整
と
は

給
与
の
支
払
者
は
、
毎
月

（日
）

の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
所
定
の

「源

泉
徴
収
税
額
表
」
に
よ
っ
て
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
源
泉
徴
収

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
源
泉
徴
収
を
し
た
税
額
の
１
年

間
の
合
計
額
は
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
人
の
年
間
の
給
与
総
額
に
つ

い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額

（年
税
額
）
と

一
致
し
な
い
の
が
通

常
で
す
。

そ
の
一
致
し
な
い
理
由
は
、
各
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
主

な
理
由
は
、
①
源
泉
徴
収
税
額
表
は
、

年
間
を
通
し
て
毎
月
の
給
与
の
額
に

変
動
が
な
い
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
年
の
中
途
で
給

与
の
額
に
変
動
が
あ
る
こ
と
、
②
年

の
中
途
で
扶
養
親
族
等
に
異
動
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
異
動
後
の
支
払
分
か
ら

修
正
す
る
だ
け
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

各
月
の
源
泉
徴
収
税
額
を
修
正
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
配

偶
者
特
別
控
除
や
生
命
保
険
料
、
地

震
保
険
料
の
控
除
な
ど
は
、
年
末
調

整
の
際
に
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不

一
致
を
精
算
す
る
た

め
、
１
年
間
の
給
与
総
額
が
確
定
す

る
年
末
に
そ
の
年
に
納
め
る
べ
き
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
そ
れ
ま
で
に

徴
収
し
た
税
額
と
の
過
不
足
額
を
求

め
、
そ
の
差
額
を
徴
収
又
は
還
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
の
手
続
き
を

「年
末
調
整
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

●
年
の
途
中
で
再
就
職
し
た
人

そ
の
前
職
分
の
給
与
を
含
め
て
年

末
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
中
に
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら

支
払
い
を
受
け
た
給
与
と
そ
の
給
与

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
額
を
集
計
に
含

め
ま
す
。

こ
の
場
合
、
前
職
分
の
給
与
と
そ

の
徴
収
税
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人

が
前
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
交
付
を

受
け
た

「給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
西こ

な
ど
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

●
扶
養
控
除
の
異
動

年
の
途
中
で
、
次
の
よ
う
な
事
情

で
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に

異
動
が
あ
っ
た
人
か
ら
、
異
動
申
告

が
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

④
就
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
控
除

対
象
扶
養
親
族
の
数
が
減
少
し
た
。

③
結
婚
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
を
有
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
⑥
本
人
が
障
害
者
、

寡
婦
（夫
）
又
は
勤
労
学
生
に
な
っ
た
。

○
扶
養
親
族
等
が
障
害
者
に
な
っ
た
。

●
税
額
の
過
不
足
額
の
精
算

本
年
分
の
給
与
所
得
に
対
す
る
平

成
２５
年
分
年
税
額
の
計
算
が
で
き
ま

し
た
ら
、
そ
の
平
成
２５
年
分
年
税
額

と
、
本
年
分
の
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
額
を
求
め
、
そ
の
精
算
を
し
て

下
さ
い
。

●
超
過
額
の
還
付

給
与
の
支
払
者
が
納
付
す
る
源
泉

徴
収
税
額
が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
超
過
額
の
還
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
税
務
署
か
ら

給
与
の
支
払
者
に

一
括
し
て
還
付
す

る
か
、
超
過
と
な
っ
た
各
人
に
直
接

還
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

■
期
間
・２
月
１６
日
～
１
月
１０
日
（第
２
土
・

日
曜
・祭
日
を
除
く
。
尚
、
１２
月
２８
日
～

１
月
５
日
ま
で
は
休
業
と
な
り
ま
す
。
）

■
会
場
練
馬
西
青
色
申
告
会
事
務
所

■
必
要
な
書
類

一人
別
源
泉
徴
収
簿
、税
務
署
か
ら

送
ら
れ
た
納
付
書
（年
末
調
整
関
係

書
類
は
１０
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
）
、
扶
養
控
除
等
釜
（動
）
申

生
呈
日
、
保
険
料
控
除
申
告
書
（生
命

保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
国
民
年
金
、

健
康
保
険
料
等
）
。

年
末
調
整
の
個
別
相
談
会

決算書作成指導・番目談日予約について

平成25年分の決算書作成指導は次のとおりです。

この期間は予約制となります。

■期 間

■申 込

■相談日

平成26年 1月22日(水)～ 3月 12日(水)

12月上旬に「予約申込書」を郵送します。
お早目にお申込みください。電話・FAX予 約可。

後日ハガキでお矢日らせします。

青色申告決算書は、所得税確定申告書と
一緒に送付

されます。送付時期は 1月下旬です。

なお、申告書様式が変わりますので、必ず新様式

をご使用ください。

また、e‐Taxに よる確定申告をされた方は、決算書、

所得税及び消費税の確定申告書も税務署から送付され

ません。これらの書類は事務局に用意してありますの

で必ずお持ち帰りください。

また、予定納税をされた方は、金額のわかるもの

をご持参くださるようお願いします。



(2)

今
年
も
年
末
調
整
を
行
う
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
（生
計

を

一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
な
ど
の
家

族
従
業
員
）
を
雇
い
給
料
を
１
円
で
も
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、源
泉
徴
収
さ
れ
る
税

額
が
無
い
場
合
で
も
年
末
調
整
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
し
た
所

得
税
の
納
期
限
は
平
成
２５
年
分
に
つ
い
て

は
原
則
と
し
て
平
成
２６
年
１
月
１０
日
と

な
り
ま
す
が
、青
色
申
告
会
事
務
所
を
ご

利
用
に
な
る
際
は
主
に
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

☆
従
業
員
及
び
青
色
事
業
専
従
者
に

配
偶
者
や
扶
養
規
族
が
い
る
場
合

●
控
除
対
象
配
偶
者

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者
奎
再
色
事
業
専
従

者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場

合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
く
）
で
、

合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の
人
が

い
る
場
合
に
は
控
除
対
象
配
偶
者
に
該

当
す
る
こ
と
に
な
り
、従
業
員
や
青
色
事

業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
配
偶
者
控
除
と
し
て
最
低
３８
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

●
配
偶
者
特
別
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
配
偶
者
奎
再
色
事
業
専
従

者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場

合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
を
除
き
、
△
口

計
所
得
金
額
が
７６
万
未
満
の
方
に
限
る
）

で
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
い
方

を
有
す
る
場
合
に
は
、従
業
員
や
青
色
事

業
専
従
者
本
人
の
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
３８
万
円
を
限
度
と
し
て
控
除
で
き

ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
と
は
、
配
偶
者
特

別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、
従
業
員
や

青
色
事
業
専
従
者
本
人
と
生
計
を

一
に

す
る
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
、
そ

の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除
額
を

計
算
す
る
制
度
で
す
。

●
扶
養
控
除

従
業
員
や
青
色
事
業
専
従
者
と
生
計

を

一
に
す
る
年
齢
１６
歳
以
上
の
親
族
（配

偶
者
、主再
色
事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の

支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
及
び
白
色
事

業
専
従
者
を
除
く
）
で
、
ハ
ロ計
所
得
金
額

が
３８
万
円
以
下
の
人
の
場
合
に
は
従
業

員
や
青
色
事
業
専
従
者
本
人
の
所
得
金

額
の
合
計
額
か
ら
最
低
３８
万
円
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、配
偶
者
や
扶
養
親
族
奎
目
色
事

業
専
従
者
と
し
て
給
与
の
支
払
を
受
け

て
い
る
場
合
及
び
白
色
事
業
専
従
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
が
い
る
場
合
で

配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、扶
養

控
除
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
配
偶

者
や
扶
養
親
族
の
所
得
金
額
宋
―
卜
収

入
な
ど
の
場
合
は
パ
ー
ト
先
の
給
与
総
額

を
源
泉
徴
収
票
な
ど
で
調
べ
る
）、生
年
月

日
、
障
害
者
（特
別
障
害
者
を
含
む
）
の

有
無
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
点

専
従
者
給
与
を
１
円
で
も
受
け
て
い
る

方
は
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
や
介
護
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
料
等
に
つ

い
て
は
平
成
２５
年
分
の
支
払
い
額
を
調
べ

て
く
だ
さ
い
。

★
生
命
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

①
介
護
医
療
保
険
料

（イ
）
平
成
２４
年
１
月
１
日
以
後
に
締

結
し
た

一
定
の
介
護
医
療
保
険
契
約
等

に
係
る
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、
控
除
限

度
額
は
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

②

一
般
の
生
命
保
険
料

（イ
）
平
成
２４
年
１
月
以
後
に
締
結
し

た

一
般
の
生
命
保
険
料
に
つ
い
て
は
控
除

限
度
額
は
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

（口
）
平
成
２３
年
１２
月
３‐
日
以
前
に
締

結
さ
れ
た

一
般
の
生
命
保
険
料
に
つ
い
て

は
、控
除
限
度
額
は
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

（
ハ
）
（イ
）
と
（
口
）
の
生
命
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
（イ
）
と
（
口
）
の
控
除

限
度
額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
が
、そ
の

合
計
額
が
４
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は

４
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

③
個
人
年
金
保
険
料

（イ
）
平
成
２４
年
１
月
以
後
に
締
結
し

た
個
人
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
控
除
限

度
額
は
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

（口
）
平
成
２３
年
１２
月
３‐
日
以
前
に
締

結
さ
れ
た
個
人
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

控
除
限
度
額
は
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

（
ハ
）
（イ
）
と
（口
）
の
生
命
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
（イ
）
と
（
口
）
の
控
除

限
度
額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
が
、そ
の

合
計
額
が
４
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は

４
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

④
複
数
の
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合

①
か
ら
③
の
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
方
は
①
か
ら
③
の
控
除
限
度
額
の
合

計
額
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
合
計
額
が
１２

万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
１２
万
円
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

★
保
険
料
控
除
の
証
明
書
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
際
に
、社
会
保
険
料
の
一

つ
で
あ
る
国
民
年
金
保
険
料
等
（国
民
年

金
法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
し
て

負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
料
及
び
国

民
年
金
基
金
の
加
入
者
と
し
て
負
担
す

る
掛
金
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
、

一
般
の
生
命
保
険
料
曇

部
の
も
の
を
除

く
）
、
介
護
医
療
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険

料
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
支
払
い
を
し
た
旨
を

証
す
る
書
類
（以
下
「証
明
書
」
と
い
い
ま

す
）を
保
険
料
控
除
申
告
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
ど
」と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
こ
れ
ら
の
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
そ
の
他
の
注
意
点

前
年
以
前
に
年
末
調
整
を
し
た
方
は

前
年
の
年
末
調
整
の
書
類
を
、
今
年
の
６

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
源
泉
徴
収
の
手
続

き
を
受
け
た
方
は
そ
の
源
泉
徴
収
の
書
類

（源
泉
徴
収
簿
、納
付
書
）も
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
練
馬
西
青
色
申
告
会
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ＴＥＬ
５
３
８
７
１
６
２
１
１
）

■利率 :1.60%(平 成25年 11月 14日 現在)
※担保 ・保証人不要 (保証協会の保証も不要)
※他に練馬区の利子補給40%(3年 間)
※利用できる方 :従業員20名以下(商業・サービス業5名以下)
※1年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資
金として貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添え

ないことがあります。
本相談は、経営に関する相談に限定しております。
会員 ・非会員の方問わず利用できます。

【法律相談】 毎月第1金曜日 午後1時～4時(30分単位)
相談員 :弁護士 相 談無料

【税務相談】 1月～3月 毎 月第2第4火曜日
4月～12月(8月休)毎 月第2火曜日
午後 1時～4時 (30分 単位)
相談員 :税理士 相 談無料

【問い合わせ先】 東京商工会議所練馬支部
練馬区豊玉上 2-23-10練馬産業会館 1階

TEL:3994-6521 FAX:3994-6589
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十

一
月
十
三
日
（水
）
平
成
二
十
五
年

度
納
税
表
彰
式
が
勤
労
福
社
会
館
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、
練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

状
受
彰
者

一
名
、
感
謝
状
受
彰
者
二
名
、

計
三
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
状

和
国
　
勝
　
　
殿

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

金
田
　
和
彦
　
殿

加
藤
　
久
美
子
殿

受
彰
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

受
彰
風
景
　
　
受
彰
風
景

金
田
副
支
部
長

加
藤
女
性
部
副
部
長

皆暑

酒井署長を囲んで左から片平第
一統括官、

金田副支部長、加藤女性部副部長、酒井署長、

和国副会長、青木会長

十

一
月
十
三
日
（水
）
午
前
十
時
か
ら

相
続
税
の
講
習
会
を
東
京
税
理
士
会
練

馬
西
支
部
の
渡
邊
支
部
長
を
講
師
に
お

招
き
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

２７
名
と
、と
て
も
盛
況
で
し
た
。

相
続
税
の
講
習
会
は
、当
会
で
初
め
て

と
あ
っ
て
、
内
容
は
相
続
税
の
計
算
の
し

く
み
か
ら
基
礎
控
除
の
縮
減
・税
率
の
改

訂
、
小
規
模
宅
地
の
特
例
の
拡
充
、
教
育

資
金
一括
贈
与
制
度
の
創
設
、
相
続
時
精

算
課
税
制
度
の
拡
充
、
今
後
と
る
べ
き
相

続
税
対
策
ま
で
広
範
囲
の
お
話
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
か
ら

基
礎
控
除
が
現
行
の
六
割
に
縮
減
さ
れ

る
＞」と
も
あ
っ
て
、皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し

で
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
内
容
が
、
一
一世
帯

住
宅
の
要
件
が
、改
正
後
は
外
階
段
で
も

小
規
模
宅
地
の
特
例
が
使
え
る
こ
と
。
相

続
税
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
配
偶
者
へ
の

贈
与
、
贈
与
後
は
離
婚
が
多
い
の
で
そ
こ

も
考
え
て
慎
重
に
と
で
つ
お
話
が
印
象
的

で
し
た
。

渡
邊
先
生
の
実
例
を
元
に
し
た
お
話
等
々

で
面
白
く
お
話
さ
れ
る
テ
ク
一ラ
ク
は
会

場
が
な
ご
ん
で
難
し
い
内
容
で
し
た
が
、笑

い
あ
り
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

最
後
の
質
問
の
時
間
で
は
、
税
理
士
の

齋
藤
直
樹
先
生
に
も
加
わ
っ
て
頂
き
万
全

な
態
勢
で
し
た
。
そ
の
中
で
重
要
だ
っ
た
の

が
、
生
前
贈
与
を
し
た
場
合
に
は
、
あ
ザ

る
人
か
ら
も
ら
う
人
の
諾
成
契
約
な
の
で
、

必
ず
贈
与
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

税
務
署
に
申
告
し
て
い
る
場
合
で
も
念
に

は
念
を
入
れ
て
、
贈
与
契
約
書
は
交
し
た

方
が
良
い
と
い
つ
こ
と
で
し
た
。
す
」参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
は
、
と
て
も
納
得
さ
れ
た
様

子
で
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
講
師
を
お
引
受
け
頂
い

た
渡
邊
先
生
、が」参
加
頂
い
た
斎
藤
先
生
、

そ
し
て
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
事
務
局
　
高
橋

去
る
１０
月
２９
日
（火
）
青
年
部
に
よ
る

主
催
企
画
「蕎
麦
打
ち
体
験
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
企
画
は
青
年
部
の
紙
谷

講義をする

渡邊篤史先生相続税の議習会風景

水
回
し
の
と
こ
ろ
で
す

将
文
副
部
長

の
お
店

を
お

借
り
し
、
講
師

も
お
努
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昼
の
部
と
夜
の

部
の
２
回
に
分

け
て
、
計

１０
名

の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初

め
て
の
蕎
麦
打
ち
体
験
で
す
。

蕎
麦
打
ち
の
手
順
は
水
回
し
・練
り
・の

し
，た
た
み
の
４
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
ボ
ウ
ル
に
蕎
麦
粉
と
中
力
粉
を
入

れ
て
熊
の
よ
う
な
手
の
形
で
よ
く
混
ぜ
ま

す
。
粉
が
ま
と
ま
っ
て
き
た
ら
石
に
ま
と

め
て
よ
く
練
り
ま
す
。
そ
し
て
ボ
ウ
ル
の
曲

線
を
使
っ
て
円
錐
状
に
し
、
上
か
ら
潰
し

て
円
形
の
生
地
を
作
り
ま
す
。
，）
」が
な

か
な
か
難
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

次
に
ま
な
板
に
打
ち
粉
を
振
っ
て
生
地

が
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
し
、
麺
棒
を
使
っ

て
円
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後

一
定
の
手
順
で
生
地
を
麺
棒
に
絡
め
て
引

き
延
ば
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
不
思
議
な

こ
と
に
円
形
の
生
地
が
正
方
形
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
無
事
正
方
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
生
地
を
た
た
ん
で
包
丁
で
切
っ

て
い
き
ま
す
。
麺
の
切
り
方
は
皆
さ
ん
の

個
性
が
出
て
、
細
切
り
に
す
る
方
も
い
れ

ば
、や
や
太
め
に
切
る
方
も
い
ま
し
た
。

最
後
に
茄
で
て
、
盛
り
つ
け
て
食
し
ま

し
た
。
自
分
で
作
っ
た
蕎
麦
で
す
か
ら
皆

さ
ん
格
別
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
体
験
は
初
め
て
の
企
画
で
し

昼の部の皆様夜の部の皆様

た
が
、
昼
の
部
も
夜
の
部
も
皆
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。
来

年
以
降
も
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
で

す
の
で
、今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
今
回
講
師
を
お

努
め
い
た
だ
き
ま
し
た
紙
谷
副
部
長
、お

店
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
店
主
の
紙
谷
博

文
さ
ん
と
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

武
藤
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-  1

～
厚
生
部
主
催

秋
の
日
帰
リ
バ
ス
旅
行
～

善
光
寺
散
策
と
り
ん
ご
狩
り

十
月
二
十
七
日
（日
）
厚
生
部
主
催

日
帰
リ
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、爽
や
か
な
秋
空
の

も
と
四
十
五
名
の
参
加
者
の
皆
様
と

と
も
に
長
野
へ
と
出
発
数
し
ま
し
た
。

車
中
、ど
イ
マ
ン
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の

流
れ
る
よ
う
な
話
と
色
づ
き
始
め
た

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、関
越
・止
信

越
自
動
車
道
を
走
り
、
一路
善
光
寺
ヘ

と
向
か
い
ま
し
た
。

千
四
百
年
の
歴
史
が
あ
る
善
光
寺

は
、木
造
文
化
財
と
し
て
日
本
最
大

級
の
「本
堂
」
を
は
じ
め
、本
堂
内
の

瑠
璃
壇
床
下
に
あ
る
心
と
い
つ
字
に

な
っ
て
い
る
真
っ
暗
な
回
廊
を
巡
り
錠

前
を
探
り
当
て
て
ふ
れ
る
と
御
本
尊

と
結
縁
す
る
事
が
出
来
る
「お
戒
壇

巡
り
」
や
長
野
市
民
に
韓
を
知
ら
せ

る
鐘
と
し
て
親
し
ま
れ
、平
成
十
年
の

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
開
会
を
告
げ

る
鐘
の
音
と
し
て
全
世
界
に
響
き
渡

っ
た
「資
鐘
寛
文
七
年
公
六
六
七
年
）

鋳
造
」
等
境
内
散
策
の
時
間
は
あ
っ

と
い
つ
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

見
学
後
は
、
日
本
情
緒
あ
ふ
れ
る

建
物
の
甲
羅
本
店
に
て
「か
に
御
膳
」

の
昼
食
を
と
り
、標
高
子
メ
ー
ト
ル
の

浅
間
出
の
麓
に
あ
る
松
井
農
園
で
の

り
ん
ど
狩
リ
ヘ
移
動
し
ま
し
た
。
曲辰
園

の
方
と
の
会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
、ア

ル
プ
ス
乙
女
・紅
玉
・シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
・

秋
映
（あ
き
ば
え
）な
ど
の
種
類
を
「い

つ
も
は
食
べ
な
い
の
に
、△
フ
日
は
た
く

さ
ん
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
と
い
つ

方
も
多
く
、自
然
の
中
で
の
デ
ザ
ー
ト

タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、多
少
の
交
通
渋
滞
が
あ
り

ま
し
た
が
、大
き
な
遅
れ
も
な
く
、皆

様
の
笑
顔
と
と
も
に
無
事
故
で
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
生
部

の
役
員
の
皆
様
に
は
、企
画
、協
賛
品

等
様
々
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ

り
ご
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
喜
ん
で
預
け
る
肉

容
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ま

た
の
ご
参
加
を
宣
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
　
　
　
　
（事
務
局
　
一品
田
）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
老
夫
婦
な
ん
て
と
て

も
ご
無
礼
な
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
な
ん
と

７９
才
で
現
役
バ
リ
バ
リ
Ｑ

」夫
婦
な
の
で
悪

し
か
ら
ず
。

「ぎ
ん
わ
」
さ
ん
は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
り
／ヽ
ク
さ
れ
て
い
る
お
店
で
、
奥
様
の

み
や
こ
さ
ん
手
作
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝

見
し
て
、
是
非
と
も
行
っ
て
み
た
い
お
店
で

し
た
。

ご
夫
婦
は
京
都
出
身
で
す」
主
人
は
京

都
の
呉
服
の
問
屋
さ
ん
に
長
く
勤
務
、
束

京
に
出
て
き
た
の
が
、
昭
和
４‐
年
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
４３
年
に
現
在
の
武
蔵
関
に

席
を
構
え
た
。
そ
の
頃
は
、
通
り
に
店
が

一
軒
し
か
な
か
っ
た
と
い
つ
。

私
が
お
店
を
訪
ね
る
と
、
に
＞」に
こ
し

た
ご
二
人
が
座
つ
て
お
ら
れ
た
。
私
は
て
っ

き
り
奥
様
が
店
番
し
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
意
外
で
し
た
が
、
そ
れ
は

ま
あ
お
話
の
お
上
手
な
ぃ
」主
人
様
で
、
店

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
す
べ
て
ご

主
人
が
な
さ
る
と
伺
い
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

と
て
も
素
敵
な
品
物
ば
か
り
で
、
次
か
ら

次
へ
と
説
明
が
加
わ
り
居
心
地
の
良
い
お

店
で
し
た
。
「ご
と
人
、
接
客
が
お
ｉ
手
」

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、県
服
の
外
商
で

鍛
え
上
げ
ら
れ
た
と
で
２

」と
で
し
た
。

そ
の
時
の
一ラ
ク
ネ
ー
ム
が
「痩
せ
た
呉
服

屋
さ
ん
」
と
い
つ
こ
と
で
し
た
。

昭
和
６３
年
頃
に
お
客
様
か
ら
「若
物
で

な
い
も
の
を
持
っ
て
来
て
頂
戴
。
着
物
以
外

な
ら
何
で
も
買
っ
て
あ
げ
る
か
ら
」
と
言

わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
喜
中

が
呉
服
か
ら
洋
服
に
転
換
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
つ
。

そ
し
て
、
平
成
二
年
か
ら
徐
々
に
洋
服

に
転
換
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
が
、
シ
ロ
ゴ
イ
ノ
の

ラ
ト
⌒ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

ラ
ト
の
コ
ー
ト
）が
当
た
り
、
そ
れ
か

ら
も
こ
の
界
隈
で
売
っ
て
い
な
い
も
の
、
珍

し
い
も
の
を
探
し
求
め
、手
綿
み
の
ア
ル
パ

カ
が
こ
れ
ま
た
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
機
械
編
み
の
物
も
世
く

よ
う
に
し
た
。
と
て
も
時
代
を
感
じ
る
お

話
ば
か
り
で
し
た
。

ご
夫
婦
は
着
物
が
出
発
点
で
す
の
で
、

何
故
ネ
ツ
ト
通
販
を
取
り
入
れ
た
か
と
い

う
と
、
店
に
飾
る
こ
と
が
で
き
な
い
白
装

束
「旅
立
ち
の
祝
衣
装

―――任
子
）を
、
日
本
の

し
き
た
り
と
し
て
ど
う
し
て
も
伝
え
残

し
た
か
っ
た
か
ら
で
、と
奥
様
が
お
話
さ
れ

た
。
年
齢
を
顧
み
ず
パ
ソ
コ
ン
を
頑
張
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

「
ぎ
ん
わ
」
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
は
当

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
貞
の
お
店
紹

介
の
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

「ぎ
ん
わ
」
さ
ん
に
行
く
と
ほ
し
い
品
物

善光寺にて

事務局長の

～
老
夫
婦
が
営
む
楽
し
い
お
店
～

呉
服
屋
か
ら
洋
服
屋
へ
上
手
に
転
換

「ぎ
ん
わ
」
渡
辺
ご
夫
妻
を
訪
ね
て

ば
か
り
で
つ
い
つ
い
衝
動
買
い
に
走
る
私
で

し
た
が
、そ
の
中
で
私
の
お
勧
め
は
、
テ
ュ
一

ッ
ク
の
Ｔ
ン
ャ
ツ
で
生
地
良
し
着
心
地
良

し
デ
ザ
イ
ン
良
し
で
値
段
は
お
手
頃
お
勧

め
の
百
印
で
す
。

是
非
一度
覗
い
て
み
て
は
・‥
。

練

馬

区

関

町

北

一
―
十

五
十
十

一

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０
３
１
３
９
２
８
１
５
２
９
８

Ｆ

Ａ

Ｘ

０
３
１
３
９
２
０
１
９
３
６
９

呉
服
の
「
ぎ
ん
わ
」
渡
辺
英
夫

ご
夫
妻
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は

何
と
し
て
も
頑
張
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
意
気
込
み
を
私
も
見
習
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
お
店
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

突
然
お
伺
い
し
ま
し
た
の
に
い
ろ
ん
な

お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋にこやかな渡辺ご夫妻


